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握手を交わす▶︎
横山副市長（右）と荒木理事

▲学生による通行人への聞き取り調査

▲西川緑道公園沿いに開所した「西川アゴラ」

▲副市長や市民を交えた
　「西川カフェ」
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▲芸文館ホールで開催された記念式典

あいさつする山本所長▶︎
記念誌▶︎

大麦ダクワーズ　
記念ビール　

資源植物科学研究所100周年
記念式典開催

理念実践できる人材育成
岡山大学が取り組むESD

交
通
体
系
考
え
る

岡
山
市
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

岡
山
大
学
資
源
植
物
科
学

研
究
所
は
10
月
２
日
、
創
立

１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
、

倉
敷
市
芸
文
館
で
記
念
式
典

を
開
催
し
た
。 

森
田
潔
学
長
、
本
学
教
職
員
の

ほ
か
、
地
元
の
関
係
者
や
研
究
者

約
２
６
０
人
が
出
席
。
山
本
洋
子

研
究
所
長
は
、「
今
後
も
国
内
外
の

人
々
が
活
発
に
交
流
す
る
研
究
拠

点
と
し
て
機
能
し
、
若
手
研
究
者

を
育
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。
創
設
者
大
原
孫
三
郎
氏

の
孫
に
あ
た
る
謙
一
郞
氏
（
大
原

奨
農
会
理
事
長
）
の
講
演
も
あ
っ

た
。 同

日
夕
方
に
は
、倉
敷
ア
イ
ビ
ー

ス
ク
エ
ア
で
記
念
祝
賀
会
を
開
催
。

本
学
が
開
発
し
た
大

麦
「
は
る
な
二
条

H
K
I
」
を
使
用

し
た
ダ
ク
ワ
ー
ズ

（
焼
き
菓
子
）
や

記
念
ビ
ー
ル
が
出

席
者
に
振
る
舞
わ
れ
た
。 

 

研
究
所
は
、
１
９
１
４
年
に
孫

三
郎
氏
が
財
団
法
人
大
原
奨
農
会

農
業
研
究
所
と
し
て
創
設
。
本
学

に
移
管
後
、
日
本
に
お
け
る
植
物

科
学
の
拠
点
研
究
所
と
し
て
活
動

を
続
け
て
い
る
。

まちづくりの拠点に「西川アゴラ」開所

▲ ESDを体験的に学ぶ教育学部の講義

今
秋
、
岡
山
市
で
「
E
S
D
（
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）
に

関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
世
界
会
議
」
が
開

か
れ
、
話
題
に
な
っ
た
。
E
S
D
と

は
、
環
境
、
貧
困
な
ど
、
地
球
規
模

の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
す
る

人
材
を
育
成
す
る
取
り
組
み
。
岡

山
大
学
で
は
、
E
S
D
関
連
科
目
を

開
講
す
る
な
ど
、
理
念
を
実
践
で
き

る
学
生
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

教
育
学
部
の
講
義
「
E
S
D
の

理
論
と
実
践
」
で
は
、
体
験
的
に

E
S
D
を
理
解
す
る
学
習
を
行
っ

て
い
る
。
本
年
度
は
同
学
部
の
２
、

３
年
生
６
人
が
履
修
。
地
産
地
消

を
促
進
す
る
た
め
、
地
元
素
材
を

使
っ
た
ば
ら
ず
し
の
レ
シ
ピ
集
を

作
成
し
た
り
、
来
年
１
月
に
開
か

れ
る
E
S
D
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
・
運
営
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。 

履
修
す
る
２
年
山
崎
栄
雄
さ
ん

は
「
E
S
D
の
理
論
を
実
践
的
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
よ
り
理
解
が

深
ま
っ
た
」
と
話
す
。 

環
境
理
工
学
部
で
は
、
２
０
０
９

年
度
か
ら
「
E
S
D
学
外
実
習
」
を

開
講
。
岡
山
市
E
S
D
世
界
会
議

推
進
局
の
原
明
子
副
主
査
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
。 

本
年
度
は
同
学
部
な
ど
２
〜

４
年
生
６
人
が
履
修
し
た
。
地
域

課
題
を
調
査
し
て
、
解
決
す
る
た

め
の
企
画
を
考
案
。
７
月
に
岡
山

市
の
イ
ベ
ン
ト
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
し
た
。
ビ
ニ
ー
ル
製
に
す

る
こ
と
で
、
紙
の
無
駄
を
な
く
す

「
エ
コ
薬
袋
」
や
、
大
学
生
の
い
ら

な
く
な
っ
た
本
を
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
「
岡
大
古
本
市
」
な
ど
、
斬
新

な
ア
イ
デ
ア
が
発
表
さ
れ
た
。 

原
副
主
査
は
「
地
域
に
飛
び
出

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
か
か
わ

る
こ
と
で
、
多
様
性
を
身
に
つ
け

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
い
た
。 

岡
山
大
学
地
域
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
は
10
月
20
日
、
西
川
緑
道
公

園
沿
い
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
２
階
（
伊

達
ビ
ル
、岡
山
市
北
区
田
町
一
丁
目
）

に
「
西
川
ア
ゴ
ラ
」
を
開
設
し
た
。 

こ
の
日
開
か
れ
た
開
所
式
に
は
、

市
民
、
学
生
、
行
政
関
係
者
ら
約

40
人
が
出
席
。
横
山
忠
弘
岡
山
市

副
市
長
と
荒
木
勝
理
事
（
社
会
貢

献
・
国
際
担
当
）
が
看
板
を
取
り

付
け
た
。
同
所
の
勉
強
会
「
西
川

カ
フ
ェ
」
の
体
験
も
あ
り
、
将
来

の
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い

に
つ
い
て
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
。 

「
西
川
ア
ゴ
ラ
」

は
、
住
民
や
学

生
が
気
軽
に
立

ち
寄
る
こ
と
が

で
き
る
学
び
の

場
と
し
て
設
置
。

岡
山
大
学
と
岡
山
市
は
11
月
５

日
、
岡
山
の
交
通
体
系
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
方
都
市
の
創

生
を
目
指
す 

都
市
交
通
シ
ス
テ
ム

を
考
え
る
」
を
本
学
津
島
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
し
た
。 

行
政
、
経
済
団
体
、
N
P
O
の
関

係
者
ら
約
１
５
０
人
が
参
加
。
国

土
交
通
省
の
徳
山
日
出
男
技
監
（
岡

山
市
出
身
）、
同
市
の
大
森
雅
夫
市

長
が
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
徳
山

技
監
は
、
L
R
T
（
次
世
代
型
路

面
電
車
シ
ス
テ
ム
）
を
導
入
し
た

富
山
市
の
中
心
市
街
地
活
性
化
策

な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
ま
ち

づ
く
り
は
、
地
方
の
創
意
工
夫
に

か
か
っ
て
い
る
。
岡
山
に
も
ぜ
ひ

〝
成
功
例
〟
と
な
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
た
。
大
森
市
長
は
本

年
度
、
本
学
と
共
同
研
究
を
す
る

超
小
型
電
気
自
動
車
（
E
V
）
の

実
証
実
験
に
つ
い
て
も
触
れ
、「
雨

天
時
や
荷
物
が
多
い
時
な
ど
、
徒

歩
、
自
転
車
で
は
負
担
が
大
き
い

場
面
で
力
を
発
揮
す
る
と
考
え
て

い
る
。
ニ
ッ
チ
な
部
分
を
超
小
型

▲超小型 EVの試乗会

プレゼンテーションを行った「ESD 学外自習」▲

E
V
が
補
う
こ
と
で
、
全
体
の
交

通
体
系
が
整
備
さ
れ
る
」
と
語
っ

た
。
筑
波
大
学
大
学
院
の
石
田
東

生
教
授
を
進
行
役
に
、
東
京
大
学

大
学
院
の
鎌
田
実
教
授
、
熊
本
大

学
大
学
院
溝
上
章
志
教
授
ら
７
人

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
も
あ
っ
た
。 

工
学
部
棟
前
で
は
、
超
小
型
E
V

の
試
乗
会
を
実
施
。
学
生
、
市
民

ら
が
乗
り
心
地
を
体
感
し
た
。

今
後
、
西
川
緑
道
公
園
界
隈
を
中

心
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る

N
P
O
や
地
域
住
民
、
行
政
、
大

学
関
係
者
ら
が
集
い
、
ま
ち
の
に

ぎ
わ
い
創
出
や
課
題
解
決
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
り
、
勉
強
会
を
開

催
し
た
り
す
る
。 

ま
た
、
他
大
学
や
行
政
な
ど
の
視

察
の
受
け
入
れ
、
イ
ベ
ン
ト
の
ち
ら

し
配
布
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行

な
ど
を
通
し
て
ま
ち
の
魅
力
を
発

信
。
実
践
型
社
会
連
携
教
育
の
場

と
し
て
、
ま
ち
な
か
の
交
通
量
調

査
や
通
行
人
へ
の
聞
き
取
り
調
査

の
拠
点
と
し
て
利
用
す
る
。
将
来

的
に
は
、
観
光
、
公
共
交
通
、
子

育
て
、
環
境
保
全
、
健
康
、
経
済

活
性
化
と
い
っ
た
幅
広
い
観
点
か

ら
ま
ち
づ
く
り
施
策
を
提
言
し
て

い
く
市
民
組
織
づ
く
り
を
目
指
す
。
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